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林泰輔と王国維ー出土史料研究繁明期の日中学術交流
藤田高夫
Hayashi Taisuke and Wang Guowei 
FUJITA Takao 
Hayashi T，出suke(l851-1922)was one olthe Sinologis回 whoftourished in the dawn of 
Oriental studies in Japan. He was essentially a phllologist 01 Chinese Classics， but he 
devoted himself to the study of叩 cientoracle bone inscriptions in his later years. Shortly 
after he started the study of inscriptions， Wang Guowei (1877-1927)， one 01 the greatest 
scholars of early Chinese histozy in 1¥ventieth century， came to Japan. Wang acqu副nted
himself with many Sinologists in Kyoto University， but he had no acquaintance in Tokyo 
except Hayashi. From the sununer of 1915 to Januarγ011916， Hayashi and Wang exchanged 
their views about some technical terms in ancient Chinese texts， using Chinese classics and 
ancient inscriptions. Their association was very short， but both of them had a conunon 
hardship as pioneer in the research of excavated materials of early China， which made their 
academic exchange monumental 
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l はじめに
林泰輔(1854-1922)は、現在ではあまり論及されることはないけれども、日本における東洋学創成
期を代表する学者の一人である。一方、王国維 (1877-1922)が中国学術史上に占める地位は賛言を要
しない。この両者に羅振玉 (1866-1940)を加えた三者の聞には、羅 王両氏の来日を挟んで、短期間
ではあるけれども非常に有意義な学術交流が持たれた。本論文は、その背景と意味を考え、百年前の日
中学術交流の一面を描き出すことを目的としている。
2.林泰輔の略歴と学問
まず、林泰輔の略歴をみておこうlh
1)林泰輔の経歴については、江上波夫編 『東洋学の系譜J(大修館書底、 1992年)所収の鎌田正による評伝が最も有用
である。また『支那上代之研究J(進光堂、 1927年)の巻頭に寄せられた井上哲次郎、市村讃次郎、岡田正之、瀧川亀
太郎の序は、林をよく知る人々によるもので、その人となりをよくうかがうことができるロ
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林は1854(安政元)年9月26日、千葉県香取郡常磐村に生まれた。郷土の朱子学者並木栗水に学んだ
後、 1887(明治20)年、東京大学古典講習科漢書課を卒業した。頻繁な学制改草のさなかにあって、同
古典講習科はわずか2度の学生募集を行ったに過ぎなかったが、入学者のほとんどなかった本科漢学科
とはちがって多くの人材が集まり、林の同期生には市村讃次郎・瀧川亀太郎・岡田正之などがいる。
1889 (明治22)年、山口高等中学校に赴任し、 1896(明治29)年、東京帝国大学文科大学助教授となっ
たが、翌年病気のため退職した。 1899(明治32)年、東京高等師範学校講師に嘱託され、 1908(明治
41)年同校教授に任ぜられた。 1916(大正5)年には、前年出版の『周公と其時代jに対して帝国学士
院恩賜賞が授与された。 1922(大正11)年4月7日69歳で死去し、郷里常磐村に葬られた。
林泰輔の研究活動は、古典講習科卒業の1887年に『東洋学会雑誌jに掲載された「朝鮮文芸ー班Jか
ら開始され、死去するまでの36年間に、著書9冊、論文67篇をものし、これ以外に刊行されなかった著
作の原稿が9種存在する。以下に、代表的著書を出版年次順に列挙し、さらに出版できなかった未刊稿
を掲げよう。
『朝鮮史J5巻
f朝鮮近世史J2巻
『漢字要覧J1巻
『朝鮮通史J1巻
『四番現存番目J1巻
『周公と其時代J1巻
『論語年譜J2巻
『亀甲獣骨文字J2巻
f支那上代史之研究J1巻
『上代文字の研究J8巻
『論語源流J2巻
『論語業考』
『周秦諸子考j
『日本経解総目録J5巻
『日本諸子解目録J1巻
『亀甲獣骨文字(巻三)J 1巻
『亀甲獣骨文字表J6巻
『省別金石図志』
1892年
1901年
1908年
1912年
1914年
1915年
1916年
1921年
1927年(没後に刊行)
未刊(学位論文)
未刊
未定稿
未定稿
未定稿
未定稿
未定稿
未定稿
未定稿
上記の代表的著作を見ただけでも、林泰輔の学問の概要はうかがうことができょう。同窓であった市
村積次郎は、林が切り開いた学問領域として、朝鮮歴史の編纂、中国古代史の研究、金石文字の研究、
の3点を挙げている。同じく瀧川亀太郎は、林の学問を、朝鮮史の研究、日本経解の蒐集、諸子考の編
纂、唐虞三代文献考の著作に大別している。また岡田正之は「世の経学者は訓詰の学に精しきものは、
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